
 

 

 

 

 

                           長崎市立南長崎小学校 髙西 美穂子   

子ども達が楽しみにしていた夏休みも、あっという間に終わり、新学期が始まりました。今年の夏休みは、大雨

やコロナ禍の影響で、どこにも行けなかったり、例年とは異なる夏休みだったのではないでしょうか。 

学校が始まり、しっかり勉強をして運動をするためには、食事、勉強、運動、睡眠などの日常生活を規則正しく

行い、生活リズムを整えることが大切です。夏休み中に遅く起きがちだった人は、早く起きられるよう心がけまし

ょう。最初が肝心です！ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  本校の給食室の民間委託更新に伴い、9月 1日に給食試食会を行いました。 

８月よりウオクニ株式会社に受託されました。以前からいらっしゃる調理員さんも 

4名残ってくださり、さらに 2名の調理員さんを迎え、６名で南長崎小・小ヶ倉中 

学校の給食を提供します。 

 試作当日は、小学校の給食時間が早めだったこともあり、時間に追われていま 

したが、予定時間に無事に仕上がりました。 当日立ち合いに来られていた市教委の先生より、衛生管理等につ

 



いても素晴らしいとお褒めの言葉をいただきました。 

コロナ禍の中での給食であっても、子どもたちに楽しみにしてもらえる安全・安心な給食を提供していきたいと

思います。今後ともよろしくお願いします。 

 
 

 

 毎年、本校では５年生を対象に「食事や生活、心についてのアンケート」を実施しています。 

６月の食育月間中に実施した、本校の気になる実態を少しお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久しぶりの給食。初日は、主食と牛乳のない給食でしたが、子供たちは美味しそうに笑顔で食べてい

ました。夏休み明けの給食の様子を見ていると、子どもも教職員も改めて給食の良さを感じる機会に

なっているようです。（ほっこりニュース） 
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「あなたが食事をしていて楽しいのはどんな

時ですか」の質問に対し、「家族そろって食べる

とき」が６９％で一番多かったです。 

（表１） 

家族と食べる「共食」の時間は年齢が上がる

ごとに減っていきがちです。共食することで、

食事のマナー、栄養バランス、食文化等を伝え

る良い機会になります。今、子どもと一緒に食

べる時間を大切にしてほしいです。 

 

「自分の地域でとれる食べ物や地元の料理を知って

いますか」の質問に対し、知っているがたったの４０％

しかいませんでした。（表２）。 

長崎県は多くの郷土料理があるにも関わらずそれを

地元の料理だと知らずに食べている児童が多いようで

す。昨年は、県の補助事業で長崎県のおいしい食材を

無償でいただき給食でも提供したのにと、残念な結果

でした。昨年給食に提供された県産の食材は、長崎和

牛、トラフグ、真鯛、ブリ、マトウダイ、対馬地鶏、

イチゴなどがあります。 
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表２
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